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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
残
し
な
が
ら
も
、
コ
ロ

ナ
収
束
の
進
展
に
伴
う
消
費
活

動
の
活
発
化
や
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
の
回
復
の
後
押
し
も
あ
り
、

緩
や
か
な
回
復
傾
向
が
続
い
て

年
頭
所
感

商工会長
青 木　清 人

創
業
支
援
を
推
進

創
業
支
援
を
推
進

お
り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
が
本
格
化
す
る

新
た
な
節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
原
油
や
原
材
料
、
物

価
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
地

域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
伴
う
賃
上
げ
圧
力
の
中
、
適

切
な
価
格
転
嫁
に
苦
慮
し
て
い

る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
商
工
会

は
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
最
も
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
、
国
や
地
方
公
共
団
体
と
一

体
と
な
り
、
資
金
繰
り
・
生
産

性
向
上
・
事
業
継
続
等
の
た
め

の
支
援
や
従
業
員
の
雇
用
確
保

対
策
な
ど
、
事
業
者
に
寄
り
添

っ
て
多
様
な
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
本
商
工
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
地
域
の
開
業
率
を
引
き
上

げ
、
雇
用
を
生
み
出
し
、
産
業

の
新
陳
代
謝
を
進
め
て
い
く
創

業
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
、電
子
帳
簿
保
存
法への
対
応
、

Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、

自
然
災
害
等
に
備
え
た
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
経
営
課
題

に
的
確
に
応
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
会
員
あ
っ
て
の
商
工
会
」の
基

本
理
念
の
も
と
、
地
域
経
済
・

社
会
の
維
持
・
発
展
を
目
指
す

う
え
で
担
う
べ
き
使
命
を
役
職

員
一
人
一
人
が
共
有
し
、
引
き

続
き
事
業
者
支
援
に
全
力
を
挙

げ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
本
年
も
引
き
続
き
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
九
八
一
年
建
築
設
計
事

務
所
創
業
以
来
全
国
各
地
の

自
然
災
害
（
地
震
、
水
害
）

被
災
地
に
赴
き
未
曾
有
の
被

災
地
で
数
多
く
の
鑑
定
業
務

に
従
事
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
被
災
地
で
培
っ
た
経
験
を

県
内
で
活
か
そ
う
と
令
和
四

年
十
一
月
よ
り
ド
ロ
ー
ン（
無

人
航
空
機
）有
資
格
者
二
名
に

よ
る
空
撮
業
務
を
開
始
致
し

ま
し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
の
資
格
だ
け
で

な
く
、
そ
の
う
ち
一
名
は
一

75

〜
飯
塚
建
築
設
計
事
務
所
〜

ド
ロ
ー
ン
で
の
建
物
調
査
で
コス
ト
も
時
間
も
削
減

級
建
築
士
、
一
名
は
赤
外
線

技
能
資
格
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
既
存
の
方
法
で
は
近
づ
く

の
に
時
間
を
要
す
る
場
所
に

も
ド
ロ
ー
ン
な
ら
規
模

の
大
小
を
問
わ
ず
瞬
時

に
接
近
可
能
。
高
精
度

カ
メ
ラ
で
一
例
で
は
あ

り
ま
す
が
、
人
の
目
で

は
把
握
が
困
難
だ
っ
た

外
壁
、
屋
根
な
ど
の
損

傷
を
赤
外
線
カ

メ
ラ
使
用
で
動

画
・
写
真
で
可

視
化
し
判
別
で

き
、
お
役
に
た

て
る
事
と
存
じ

ま
す
。
一
級
建

築
士
と
赤
外
線

技
能
者
の
コ
ン

ビ
で
ド
ロ
ー
ン
空
撮
で
「
早

く
、
安
く
、
安
全
に
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
ご
用
命
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

2024辰年は語る私の抱負
㈲早瀬塗装工業
（豊岡町） 昭和51年生

早瀬　竜也

　新年あけましておめでとうございます。
　弊社が常総市に移転してから早いもの
で今年で18年目になりました。
　商工会と青年部に加入させていただいてから、素晴ら
しい先輩方や仲間に恵まれ今日に至ります。現在は商工
会と壮青年部に所属させていただいております。
　辰年の竜也という名前にちなんで、昇り竜のごとく社
業の発展と地域貢献にお役立て出来ればと思います。皆
様、本年も何卒宜しくお願い致します。

左から青木清人商工会長、神達岳志市長、
坂巻文夫市議会議長

　
物
価
や
物
流
費
の
高
騰
、
賃

金
上
昇
に
よ
り
経
営
環
境
が
厳

し
い
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、

新
規
創
業
者
や
新
分
野
展
開
を

目
指
す
事
業
者
に
と
っ
て
補
助

金
は
欠
か
せ
な
い
資
金
調
達
手

段
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
常
総
市
商
工
会
と
常
総
市
は
、

昨
年
11
月
28
日
、
中
小
企
業
診

断
士
や
公
認
会
計
士
・
税
理
士
、

社
会
保
険
労
務
士
を
は
じ
め
と

す
る
専
門
家
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
、
茨
城
県
信
用
保
証
協
会

の
出
席
の
も
と
、
創
業
支
援
事

業
評
価
検
討
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
創
業
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

の
声
や
、
近
隣
自
治
体
の
創
業

支
援
施
策
の
状
況
を
踏
ま
え
、

令
和
５
年
度
の
市
及
び
商
工
会

の
創
業
支
援
事
業
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
創
業
者
等
に
と

っ
て
、
補
助
金
の
重
要
性
は
極

め
て
高
く
、
最
も
安
全
で
頼
り

に
な
る
資
金
調
達
手
段
で
あ
る

と
の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。

充
に
よ
り
、
創
業
意
欲
の
高
ま

り
や
新
事
業
展
開
環
境
の
充
実

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
神
達
市
長
は
、
支
援
施
策
に

つ
い
て
様
々
な
プ
ラ
ン
を
提
示

し
な
が
ら
、
積
極
的
に
検
討
し

て
い
く
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

青
木
清
人
常
総
市
商
工
会
長
が
要
望
書
を
提
出

　
常
総
市
創
業
・
新
事
業
展
開
支
援
補
助
金
50
万
円
に
拡
充
を
！

青
木
清
人
常
総
市
商
工
会
長
が
要
望
書
を
提
出

　
常
総
市
創
業
・
新
事
業
展
開
支
援
補
助
金
50
万
円
に
拡
充
を
！

　
こ
の
意
見
を
受
け
、
青
木
清

人
商
工
会
長
は
、令
和
６
年
１
月

12
日
常
総
市
役
所
を
訪
れ
、補
助

金
拡
充
に
関
す
る
要
望
書
を
神

達
岳
志
市
長
並
び
に
坂
巻
文
夫

市
議
会
議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
で
は
、①「
常
総
市
創

業
・
新
事
業
展
開
支
援
補
助
金

の
上
限
50
万
円
、
補
助
率
２
／

３
へ
の
拡
充
」、
②「
常
総
市
創

業
・
新
事
業
展
開
支
援
補
助
金

申
請
要
件
へ
の
経
営
革
新
計
画

承
認
の
追
加
」
の
２
項
目
を
求

め
て
お
り
ま
す
。
補
助
金
の
拡

㈲春子屋
（本石下） 昭和39年生

小林　静子

　2024年、心痛むニュースでスタート。
被害に遭われた方々に、心よりお見舞い
申し上げます。私も地震と水害を経験し
ましたが、多くの人達の助けによって復興し、笑顔でお
客様をお迎えすることが出来るようになりました。これ
からも皆様のご恩を忘れずに、多くの人達に愛されるお
店を営んでまいります。
　本年もどうぞ宜しくお願い致します。
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▽
株
式
会
社
飯
野
工
業（
中
沼
）

　
中
島
　
光
男（
勤
続
24
年
）

▽
有
限
会
社
田
中
商
事（
平
町
）

　
菊
地
　
清
子（
勤
続
24
年
）

▽
有
限
会
社
エ
ン
ド
ウ
商
店

　（水
海
道
橋
本
町
）

　
中
山
　
謹
宏（
勤
続
12
年
）

▽
小
林
瓦
工
業
株
式
会
社

　（豊
岡
町
丁
）

　
東
原
　
正
年（
勤
続
12
年
）

▽
白
井
石
油
株
式
会
社

（
水
海
道
諏
訪
町
）

　
青
葉
　
一
美（
勤
続
17
年
）

▽
高
砂
製
紙
株
式
会
社

　（豊
岡
町
甲
）

　
寺
山
　
祥
一（
勤
続
11
年
）

　
長
井
　
勇
樹（
勤
続
10
年
）

▽
株
式
会
社
フ
ル
ヤ
建
商

　（中
妻
町
）

　
河
原
　
　
功（
勤
続
15
年
）

▽
三
栄
商
会
株
式
会
社

（
水
海
道
宝
町
）

　
梅
田
大
二
郎（
勤
続
12
年
）

▽
川
光
物
産
株
式
会
社
茨
城

　工
場

　
　
　
　
　（坂
手
町
）

　
飯
泉
　
泰
樹（
勤
続
11
年
）

▽
有
限
会
社
誠
和
運
輸

　（豊
岡
町
乙
）

　
関
　
　
勝
男（
勤
続
41
年
）

▽
株
式
会
社
ク
ラ
エ
ン
タ
ー

　プ
ラ
イ
ズ

　（水
海
道
栄
町
）

　
中
川
　
　
純（
勤
続
13
年
）

▽
淀
名
和
塗
料
株
式
会
社

　（中
妻
町
）

　
野
村
　
有
香（
勤
続
11
年
）

▽
株
式
会
社
古
谷
植
物
園

　（豊
岡
町
乙
）

　
比
田
井
文
彦（
勤
続
12
年
）

▽
有
限
会
社
野
口
商
事（
十
花
町
）

　
鈴
木
　
武
志（
勤
続
10
年
）

▽
株
式
会
社
茨
城
製
砥

　（大
塚
戸
町
）

　
木
村
　
竜
也（
勤
続
10
年
）

▽
富
士
研
削
砥
石
株
式
会
社

　（豊
岡
町
乙
）

　
飯
田
　
　
稔（
勤
続
23
年
）

▽
丸
三
商
事
工
業
株
式
会
社
　

（
大
房
）

　
板
宮
　
政
男（
勤
続
18
年
）

▽
倉
田
建
材
有
限
会
社（本

石
下
）

　
宮
本
　
孝
実（
勤
続
10
年
）

▽
関
東
モ
リ
工
業
株
式
会
社

（
大
塚
戸
町
）

　
平
田
　
純
一（
勤
続
14
年
）

▽
株
式
会
社
島
田
製
作
所

　（坂
手
町
）

　
藤
ヶ
﨑
王
夫（
勤
続
11
年
）

　
管
　
　
君
春（
勤
続
13
年
）

▽
株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
ケ
ミ

　カ
ル
筑
波
工
場 

（
大
生
郷
町
）

　
大
高
　
友
和（
勤
続
12
年
）

▽
メ
ッ
ツ
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
株

　式
会
社

　  （
大
生
郷
町
中
丸
）

　
飯
塚
　
雄
也（
勤
続
19
年
）

　
倉
持
　
　
靖（
勤
続
19
年
）

▽
株
式
会
社
ス
テ
ラ
物
流（
国
生
）

　
倉
持
さ
ゆ
り（
勤
続
15
年
）

▽
株
式
会
社
く
ら
も
ち（
菅
生
町
）

　
古
塚
　
節
子（
勤
続
14
年
）

　
中
村
　
　
香（
勤
続
14
年
）

▽
社
会
福
祉
法
人
東
雲
会
小

　貝
保
育
園
　
　　 （
上
蛇
町
）

　
石
橋
　
真
樹（
勤
続
10
年
）

▽
日
本
電
磁
工
業
株
式
会
社

　（中
妻
町
）

　
山
口
　
　
誠（
勤
続
32
年
）

▽
株
式
会
社
北
総
交
通（中

妻
町
）

　
笠
原
　
大
輔（
勤
続
14
年
）

▽
渡
辺
食
品
株
式
会
社（
古
間
木
）

　
M
A
R
A
N
G
U
I
T  

A
N
I
T
A

　
E
N
B
A
N
G
　　　（
勤
続
21
年
）

　
中
村
　
　
勉（
勤
続
14
年
）

▽
株
式
会
社
菓
道
　（
古
間
木
）

　
石
塚
　
健
太（
勤
続
22
年
）

　
間
橋
　
彩
美（
勤
続
13
年
）

　
小
倉
み
ゆ
き（
勤
続
13
年
）

▽
株
式
会
社
常
総
ガ
ス（若

宮
戸
）

　
芝
田
　
利
光（
勤
続
10
年
）

▽
株
式
会
社
稲
葉
燃
料（若

宮
戸
）

　
古
澤
美
千
代（
勤
続
33
年
）

▽
株
式
会
社
ギ
ン
ポ
ー
パ
ッ

　ク
　
　
　
　
　（
内
守
谷
町
）

　
石
岡
　
一
清（
勤
続
23
年
）

　
篠
田
め
ぐ
み（
勤
続
20
年
）

　
𠮷
岡
喜
美
子（
勤
続
16
年
）

▽
有
限
会
社
光
流
通（
相
野
谷
町
）

　
相
島
　
健
司（
勤
続
12
年
）

▽
株
式
会
社
サ
ク
マ・
エ
ン

　ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
　（菅
生
町
）

　
高
橋
麻
由
美（
勤
続
17
年
）

▽
株
式
会
社
大
木
組（
鴻
野
山
）

　
藤
木
　
一
孝（
勤
続
10
年
）

▽
岩
見
印
刷
株
式
会
社

（
水
海
道
橋
本
町
）

　
渡
瀬
　
正
典（
勤
続
30
年
）

▽
有
限
会
社
堀
越
農
園

（
水
海
道
天
満
町
）

　
大
塚
美
佐
子（
勤
続
32
年
）

▽
有
限
会
社
豊
玉
（
豊
岡
町
乙
）

　
森
田
　
賢
美（
勤
続
13
年
）

▽
日
本
エ
ク
シ
ー
ド
株
式
会

　社
　
　
　
　
　（
内
守
谷
町
）

　
吉
澤
　
光
子（
勤
続
13
年
）

　
中
川
　
　
翔（
勤
続
12
年
）

＝優良従業員＝

49名を表彰
―市内事業所の永年勤続者―

　
令
和
５
年
度
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
、

２
月
６
日（
火
）午
前
10
時
よ
り
常
総
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
は
常
総
市
内
の
各
事
業
所
に

勤
務
す
る
従
業
員
の
勤
労
意
欲
を
高
揚
し
、

地
域
商
工
業
の
発
展
と
資
質
的
向
上
を
図

る
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

受
賞
者
は
一
つ
の
事
業
所
に
永
年
勤
続
さ

れ
、
業
務
に
誠
実
で
勤
務
ぶ
り
は
他
の
従

業
員
等
の
模
範
と
な
る
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
所
の
推
薦
に
基
づ
い
て
常
総
市
及

び
商
工
会
が
選
考
の
上
表
彰
す
る
も
の
で

す
。
本
年
度
は
39
事
業
所
か
ら
勤
続
30
年

以
上
５
名
、
20
年
以
上
７
名
、
10
年
以
上

37
名
の
合
計
49
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
る

青
木
清
人
商
工
会
長

ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー
　Ａ
Ｉ
ま
ち

づ
く
り
を
説
明
す
る
神
達
岳
志
市
長

関　勝男
有限会社誠和運輸
41年

　この度は、優良従業
員についての表彰を頂
き誠にありがとうござ
います。
　昭和57年、ドライバ
ーとして有限会社誠和
運輸に入社し41年にな
ります。
　日々安全運転に努め、
荷物の取り扱いに注意
し、お客様との会話にも気を配り、気付
けば41年が過ぎていました。
　これまで大きな事故もなく勤めてこら
れたのは、皆様のご支援、ご指導による
ものです。感謝申し上げます。

　
常
総
市
で
は
令
和
６
年
１

月
11
日
、
常
総
市
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
常
総

市
・
常
総
ひ
か
り
農
業
協
同

組
合
・
常
総
市
商
工
会
合
同

主
催
に
よ
る
賀
詞
交
歓
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
来
賓
で
あ
り

ま
す
常
総
市
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
国
会
議
員
・
茨
城
県

議
会
議
員
を
含
め
約
３
０
０

名
の
関
係
者
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
能
登
半

島
地
震
の
犠
牲
者
を
悼
み
１

分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

続
い
て
堤
隆
常
総
ひ
か
り
農

業
協
同
組
合
長
の
開
会
の
こ

と
ば
で
始
ま
り
、
永
年
に
わ

た
り
市
内
各
分
野
で
社
会
に

貢
献
し
、
ご
活
躍
さ
れ
栄
誉

に
輝
い
た
方
々
に
贈
ら
れ
る

春
・
秋
の
叙
勲
受
章
者
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

　
又
、
来
賓
に
つ
い
て
は
、

地
元
出
身
の
鈴
木
桂
治
全
日

本
柔
道
総
監
督
が
登
壇
し
、

今
年
開
催
さ
れ
る
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
抱
負
を

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
神
達
岳
志
市
長

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、「
未
来
へ
　
羽
ば
た
く
　

常
総
市
」
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン

ス
バ
レ
ー
　
Ａ
Ｉ
ま
ち
づ
く

り
と
題
し
、
今
後
の
10
年
構

想
と
し
て
新
た
な
産
業
と
雇

用
を
創
出
し
、
魅
力
・
活
力

あ
る
ま
ち
へ
と
し
、
３
つ
の

フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
進
め
て

い
く
第
一
段
階（
親
し
み
を
も

つ
）、
第
二
段
階（
積
極
的
に

活
用
す
る
）、
第
三
段
階（
市

民
が
つ
く
る
）プ
ラ
ン
を
説
明

し
ま
し
た
。
農
地
エ
リ
ア
で

は
ア
グ
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
㈱

が
第
１
次
産
業
と
し
て
キ
ュ

ウ
リ
の
生
産
を
遠
隔
操
作
に

よ
り
全
自
動
で
収
穫
し
農
業

現
場
の
課
題
解
決
型
が
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
都
市

エ
リ
ア
で
は
、
昨
年
４
月
28

日
に
開
業
し
た
道
の
駅
常
総

が
当
初
の
目
標
来
場
者
数
年

間
１
０
０
万
人
を
大
き
く
上

回
り
現
在
約
１
４
０
万
人
超

え
の
集
客
で
賑
わ
っ
て
お
り
、

令
和
６
年
度
中
に
は
温
浴
施

設
も
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
交

流
人
口
拡
大
、
地
域
経
済
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
抱
負
を

熱
く
語
り
ま
し
た
。

　
結
び
に
は
、
青
木
清
人
常

総
市
商
工
会
長
が
閉
会
の
こ

と
ば
を
述
べ
盛
会
裏
に
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

受賞者の横顔受賞者の横顔

メイン講師の
遠藤陽介中小企業診断士

ＪＯＳＯ創業セミナー２０２３を開催 受講者の評価は★★★★★!!

会計・税務の専門家
松野浩之公認会計士・税理士

受講者の評価もgood !

日本政策金融公庫と茨城県信用保証協会
からは資金調達についてレクチャー

社会保険・労働保険のプロフェッショナル
野本康浩社会保険労務士

　令和５年10月５日から11月11日まで全７回にわたり創業セミナーを開催しました。
　この事業は、国の認定により実施している経営発達支援事業の一環として行うものであり、地域における
商工業の活性化に貢献するとともに、創業者の夢の実現を支援することを目的として実施するものです。経
営、財務、人材育成、販路開拓の４つの科目を受講し、常総市から証明書が交付されることにより、会社設
立や創業融資、補助金等の創業に関連する各種優遇措置の対象となります。
　今回のセミナーでは、16名の受講申し込
みがあり、11名が商工会長より修了証が授
与されました。
　商工会では、皆様から頂いた様々なご意
見やご要望を取り入れながら、創業者の後
押しを継続し、新規創業による常総市経済
の活性化を目指します。

常
総
市
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

常
総
市
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

常
総
市
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

常
総
市
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
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し
も
つ
ま
物
産
展
２
０
２
３

　
　
　
　
in
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
妻
開
催

　
令
和
５
年
11
月
11
日
〜
12
日

の
２
日
間
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下

妻
１
階
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ー
ト
で

八
千
代
町
商
工
会
が
主
幹
と
な

り
、
常
総
市
商
工
会
、
下
妻
市

商
工
会
、
筑
西
市
商
工
会
が
合

同
で
物
産
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
物
産
展
は
、
当
会
の
経
営

発
達
支
援
計
画
に
基
づ
い
て
地

域
商
工
業
者
の
販
路
拡
大
を
支

援
す
る
た
め
に
開
催
を
し
た
も

の
で
、
当
会
か
ら
３
事
業
所
を

含
め
全
11
事
業
所
が
出
展
し
ま

し
た
。

　
事
前
に
「
リ
ア
ル
店
舗
の
販

促
す
ぐ
ネ
タ
」
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
、
チ
ラ
シ
や

Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
の
販
促
物
が
大
き

な
効
果
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
学
び
、
当
日
の
出
展
と

な
り
ま
し
た
。
各
事
業
所
と
も

多くの来場者で賑わった物産展

常
総
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
開
催

　
令
和
５
年
11
月
23
日
に
常
総

市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
常
総
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
も
ま

つ
り
全
体
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

商
工
ま
つ
り
と
し
て
40
の
事
業

所
と
団
体
に
よ
る
ブ
ー
ス
と
毎

回
大
好
評
の
福
引
抽
選
会
で
協

力
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
会

場
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
店

ブ
ー
ス
で
は
商
品
が
売
り
切
れ

る
な
ど
無
事
盛
大
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出店ブースは大盛況でした

来
場
者
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
販
売
を
行
い
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
活

気
の
あ
る
物
産
展
と
な
り
ま
し

た
。

青木商工会長（右）と
優勝した坂入 司郎 様（左）

常
総
市
商
工
会

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

　

  

大
会
を
開
催

常
総
市
商
工
会

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

　

  

大
会
を
開
催

　
令
和
５
年
11
月
14
日（
火
）に
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

て
会
員
47
名
（
男
性
40
名
、
女
性
７

名
）
の
参
加
の
も
と
常
総
市
商
工
会

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
５
類
に
引
き
下
が
り
、

コ
ロ
ナ
前
と
同
様
の
競
技
方
法
で
開

催
し
、
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
会
員
間
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
に
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
は
、
青
木
清
人
商
工
会
長
に
よ

る
入
賞
者
へ
の
商
品
授
与
が
行
わ
れ
、

大
き
な
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

青木 清人商工会長による挨拶

　
令
和
５
年
度
絹
西
支

部（
坂
巻
文
夫 

支
部
長
）

総
会
が
11
月
７
日
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
支
部
会
員

12
名
参
加
の
下
、
令
和

４
年
度
収
支
報
告
及
び

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
に
つ
い
て
話
合
わ

れ
、
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
に
は
、

青
木
商
工
会
長
よ
り
商

工
会
事
業
及
び
支
援
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
の

懇
親
会
で
は
会
員
同
士

の
交
流
が
図
ら
れ
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
度
本
石
下

支
部（
小
野
広
美 

支
部

長
）
総
会
が
11
月
15
日

お
お
と
り
飯
店
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部

会
員
24
名
参
加
の
下
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
に
つ
い
て
審
議
を

し
、
新
役
員
を
含
む
11

名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
の
懇
親

会
で
は
、
会
員
同
士
の

交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
、

業
種
を
超
え
た
関
係
性

を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
菅
原
・
大
花
羽

支
部（
野
原
光
夫  

支
部
長
）総

会
が
11
月
20
日（
月
）「
食
事
の
店 

し
ゅ
ん
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
支
部
会
員
６
名
参
加
の
下
、

令
和
４
年
度
収
支
報
告
及
び
任

　
豊
田
支
部（
飯
塚
寛 

支
部
長
）

令
和
５
年
度
支
部
総
会
が
12
月

11
日（
月
）に
う
な
ぎ
や
魚
誠
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
会

　
令
和
５
年
度
新
石
下
支
部（
生

井一
彰 

支
部
長
）、南
部
支
部（
木

村
三
益 

支
部
長
）
合
同
総
会
が

12
月
７
日
す
ぎ
多
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
支
部
会
員
15
名
参

絹西支部絹西支部

絹
西
支
部 

総
会
開
催

絹
西
支
部 

総
会
開
催

慎重審議する皆さん挨拶する小野支部長

挨拶する生井支部長（上）と木村支部長（下）

11月7日㈫

本石下支部本石下支部

本
石
下
支
部 

総
会
開
催

本
石
下
支
部 

総
会
開
催

11月15日㈬

菅原支部
大花羽支部
菅原支部
大花羽支部

菅
原
・
大
花
羽
支
部　

総
会
開
催

菅
原
・
大
花
羽
支
部　

総
会
開
催

11月20日㈪

豊田支部豊田支部

豊
田
支
部

総
会
を
開
催

豊
田
支
部

総
会
を
開
催
12月11日㈪

新石下支部
南部支部
新石下支部
南部支部

新
石
下
・

南
部
支
部

合
同
総
会
開
催

新
石
下
・

南
部
支
部

合
同
総
会
開
催
12月７日㈭

員
９
名
参
加
の
下
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
審

議
を
し
、
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
久
々

の
支
部
の
事
業
と
い
う
こ
と
も

あ
り
会
員
同
士
が
活
発
に
交
流

を
図
り
、
と
て
も
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ

い
て
話
合
わ
れ
、
決
議
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
後
は
懇
親
会
を
行

い
支
部
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

加
の
下
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
に
つ
い
て
審
議
を
し
、

新
役
員
を
含
め
た
新
石
下
支
部

16
名
、
南
部
支
部
４
名
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
後

の
懇
親
会
で
は
、
会
員
同
士
の

交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
業
種

を
超
え
た
関
係
性
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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商
工
会
女
性
部
版
部員
101名

一日
研
修
を
開
催

一日
研
修
を
開
催

〜
貨
幣
博
物
館
・

　
明
治
座
観
劇

　
　「
浅
草
キ
ッ
ド
」〜

〜
貨
幣
博
物
館
・

　
明
治
座
観
劇

　
　「
浅
草
キ
ッ
ド
」〜

　
11
月
25
日（
土
）26
日（
日
）の
２
日
間
市
民
の
広
場
及
び
周
辺

で
開
催
さ
れ
たJosoCollective

「
常
総
ロ
マ
ン×

レ
ト
ロ
」に

参
加
協
力
し
、来
場
者
へ
の
飲
物
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
強
い
北
風
が
吹
き
、
２
日
目
は
小
雨
が
降
り
、
と

て
も
寒
い
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
が
、
延
べ
13
名
の
部
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
あ
た
た
か
い
お
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
を
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
の
方
々

に
配
る
と
「
と
て
も
寒
く
て
、
あ
た
た
か
い
飲
物
ほ
し
か
っ
た

ん
で
す
！
」「
体
が
あ
っ
た
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
」
と
言
葉
を
何
度
も
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
部
員
か
ら
は
、「
寒
い
け
ど
、
あ
た
た
か
い
言
葉
を
か
け
て
も

ら
う
と
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
、っ
て
思
う
よ
ね
」「
ま
た
地
域

参
加
者
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
何
か
協
力
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
ね
！
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
JosoCollective

と
は
、

常
総
市
主
催
で
10
月
１
日

〜
11
月
26
日
に
行
わ
れ
た

水
海
道
駅
周
辺
地
区
の
賑

わ
い
創
出
に
向
け
た
社
会

実
験
。
期
間
中
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
・
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
12
日（
火
）商

工
会
両
事
務
所
に
て
、

趣
味
の
教
室
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
、

花
屋
花
子
の
岡
田
ま

す
み
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
寄
せ
植
え
を

行
い
ま
し
た
。
お
正

月
に
飾
れ
る
寄
せ
植

え
が
欲
し
い
と
の
意

見
か
ら
、
梅
の
木
を

加
え
、
と
て
も
華
や

か
な
寄
せ
植
え
と
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
10
月
17
日（
火
）部
員

20
名
参
加
の
も
と
、一
日
研
修「
日

本
銀
行
金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館

見
学
・
明
治
座
観
劇
『
浅
草
キ
ッ

ド
』」
を
行
い
ま
し
た
。
貨
幣
博

物
館
で
は
、
貨
幣
の
歴
史
を
資
料

か
ら
学
び
、
今
年
発
行
さ
れ
る
新

紙
幣
の
レ
プ
リ
カ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
明
治
座
で
は
、
芸
人
ビ
ー
ト
た

　
10
月
29
日（
日
）常
総
き
ぬ
川
花

火
大
会
の
翌
日
に
開
催
さ
れ
た
ク

リ
ー
ン
作
戦（
ゴ
ミ
拾
い
）に
参
加

し
ま
し
た
。

　
生
憎
の
雨
で
し
た
が
、
部
員
７

名
参
加
の
も
と
、豊
岡
球
場
の
観
覧

席
及
び
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。

　
11
月
23
日（
木
）常
総
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
に
出
店
し
、
今
年
も
バ
ザ

ー
を
行
い
ま
し
た
。
出
店
ス
ペ
ー

ス
い
っ
ぱ
い
の
品
物
が
集
ま
り
、

当
日
も
多
く
の
方
に
来
場
し
て
い

た
だ
き
、
大
盛
況
で
し
た
。

当
日
の
様
子

参
加
者
の
皆
さ
ん

当日の様子

JosoCollective

「
常
総
ロ
マ
ン×

レ
ト
ロ
」に
参
加
協
力

JosoCollective

「
常
総
ロ
マ
ン×

レ
ト
ロ
」に
参
加
協
力

常
総
ふ
る
さ
と
まつ
り

に
出
店
常
総
ふ
る
さ
と
まつ
り

に
出
店

趣
味
の
教
室
を
開
催

　
　
　
　
　
〜
梅
の
木
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
〜

趣
味
の
教
室
を
開
催

　
　
　
　
　
〜
梅
の
木
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
〜

常
総
き
ぬ
川
花
火
大
会
翌
日

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加

常
総
き
ぬ
川
花
火
大
会
翌
日

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加

け
し
の
原
点
を
描
い
た
「
音
楽
劇

浅
草
キ
ッ
ド
」
を
観
劇
し
ま
し
た
。

　
工
業
部
会（
北
村
英
明
部
会
長
）

で
は
、
令
和
５
年
11
月
９
日（
木
）

に
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
４

年
ぶ
り
の
視
察
研
修
と
な
り
、
今

回
は
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
午

前
中
は
、
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
、
ゴ
ミ
が

搬
入
さ
れ
る
様
子
や
焼
却
に
使
用

さ
れ
る
機
械
な
ど
を
間
近
で
見
学

し
ま
し
た
。
午
後
は
㈱
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ

常
陸
那
珂
火
力
発
電
所
に
て
、
担

当
者
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
施
設

内
を
バ
ス
で
見
学
し
ま
し
た
。
ま

た
、
水
産
事
業
者
を
応
援
し
よ
う

と
、
那
珂
湊
お
さ
か
な
市
場
で
昼

食
を
と
り
ま
し
た
。

　
商
業
部
会（
石
塚
理
治
部
会
長
）で
は
、
視
察
研
修
会
を
12
月

５
日（
火
）に
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
、
築
地
場
外
市
場
、
道

の
駅
常
総
の
３
か
所
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
」
と
は
、
ア
ー
ト
と
一
体
と
な
っ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。
人
の

動
き
で
ア
ー
ト
が
変
化
し
、
作
品
の
中
に
没
入
す
る
感
覚
を
味

わ
え
る
の
が
特
徴
で
す
。
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
ア
ー

　
常
総
市
商
工
会
サ
ー
ビ
ス
業

部
会（
草
間
進
部
会
長
）は
、
12

月
19
日（
火
）に
参
加
者
17
名
に

よ
り
視
察
研
修
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
視
察
先
は
横
浜
方
面
を
視
察

い
た
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

横
浜
税
関
と
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を

視
察
し
、
午
後
は
、
横
浜
中
華

街
を
散
策
い
た
し
ま
し
た
。

　
横
浜
税
関
で
は
、
税
関
の
歴

史
や
仕
事
内
容
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な

視
察
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

ト
を
楽
し
ん
だ
後
、
水

際
対
策
の
緩
和
や
円
安

な
ど
を
背
景
に
、
昨
年

末
以
降
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
客
）を
中
心
に
観

光
客
が
増
え
続
け
て
い

る「
築
地
場
外
市
場
」を

自
由
散
策
で
各
々
買
い

物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
後
に
昨
年
４
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅

常
総
」
を
視
察
し
、
大

変
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

サービス業部会サービス業部会

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

　　　　　　　　　視
察
研
修
会
を
開
催

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

　　　　　　　　　視
察
研
修
会
を
開
催

商業部会商業部会

商
業
部
会
視
察
研
修
会
を
開
催

　〜
チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
、築
地
場
外
市
場
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

道
の
駅
常
総
を
視
察
〜

商
業
部
会
視
察
研
修
会
を
開
催

　〜
チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
、築
地
場
外
市
場
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

道
の
駅
常
総
を
視
察
〜

工業部会工業部会

工
業
部
会
視
察

研
修
を
開
催

工
業
部
会
視
察

研
修
を
開
催

参加者の皆さん見学の様子

チームラボプラネッツにて横浜税関前
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商
工
会
青
年
部
版

部員
57名

　商工会青年部では、青年経営者または後継者として親睦を深めるとともに、地域商工業
発展のための仲間づくりに重点をおき、さまざまな事業を展開しています。
【加入資格】
　年齢が満45歳以下の商工会員又はその親族で、その会員の営む事業に従事する方

◎吉原　  陸（三坂新田町）
　 有限会社 大地

新入部員紹介

　
令
和
５
年
10
月
18
日（
水
）に
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ

ス
タ
ジ
ア
ム
土
浦
に
お
い
て
、「
第
53
回
茨
城

県
商
工
会
青
年
部
野
球
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
青
年
部
は
県
西
地
区
大
会
で
優

勝
し
、
県
西
地
区
の
代
表
と
し
て
県
大
会
に

挑
み
ま
し
た
。
ま
ず
、
１
回
戦
の
対
戦
相
手

は
常
陸
大
宮
市
。
こ
こ
を
７

－
４
で
勝
利
す

る
と
、
続
く
準
決
勝
も
小
美
玉
市
を
相
手
に

６

－

３
で
勝
利
し
、
決
勝
戦
へ
進
出
し
ま
し

た
。
決
勝
戦
の
相
手
は
、
昨
年
も
優
勝
し
、

連
覇
を
狙
う
阿
見
町
商
工
会
青
年
部
。
試
合

は
常
総
が
先
制
を
許
す
も
、
粘
り
強
い
守
備

と
、
つ
な
ぐ
攻
撃
で
１
点
ず
つ
返
し
、
逆
転

に
成
功
し
ま
す
。
２
点
リ
ー
ド
の
ま
ま
最
終

回
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
阿
見
の
打
線

が
爆
発
、
惜
し
く
も
５

－

６×

で
サ
ヨ
ナ
ラ

負
け
と
な
り
、結
果
は
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
商
工
会
青
年
部
で
は
令
和
５
年
10

月
22
日（
日
）に
部
員
29
名
参
加
の
も

と
、
水
海
道
あ
す
な
ろ
の
里
に
お
い

て
「
あ
す
な
ろ
の
秋
ま
つ
り
」
と
同

時
開
催
で
、
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト『
ぎ

ょ
う
か
い
ウ
ォ
ッ
チ
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た

ち
が
青
年
部
員
の
さ
ま
ざ
ま
仕
事
を

実
際
に
体
験
し
、
仕
事
の
役
割
や
モ

ノ
作
り
の
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

今
回
は
、
建
設
屋
さ
ん
に
よ
る
重
機

乗
車
体
験
や
、
畳
屋
さ
ん
に
よ
る
畳

を
使
っ
た
小
物
作
り
な
ど
、
合
計
７

業
種
の
体
験
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し

た
。
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
体
験

す
る
姿
や
仕
事
へ
真
剣
に
向
き
合
う

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

常
総
の
名
産
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
抽
選
会
を
開
催
し
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ
る
に
ぎ
や
か
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
10
月
28
日
の
「
常
総
き
ぬ
川
花
火
大
会
」

開
催
に
あ
わ
せ
て
、
水
海
道
宝
町
地
内
の
市
民
の
広
場

に
お
い
て
、
市
内
の
飲
食
店
の
Ｐ
Ｒ
と
市
街
地
に
賑
わ

い
を
も
た
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど

13
事
業
所
の
出
店
の
も
と
「
常
総
グ
ル
メ
in
市
民
の
広

場
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
中
の
雷
雨
の

影
響
も
あ
り
、
開
始
後
し
ば
ら
く
は
客
足
が
鈍
か
っ
た

の
で
す
が
、
花
火
大
会
開
始
時
間
が
近
づ
く
に
つ
れ
多

　
令
和
５
年
11
月
５
日
〜

６
日
に
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。視
察
先
は
、「
月

岡
温
泉
空
き
家
再
生
店
舗
」。

こ
の
店
舗
は
、
月
岡
温
泉

の
若
手
経
営
者
の
共
同
出

資
で
設
立
さ
れ
た
運
営
会

社
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
。
温
泉
街
に
あ
る
空
き

家
、
遊
休
地
を
お
酒
や
米
、

お
茶
な
ど
新
潟
を
テ
ー
マ

と
し
た
素
材
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
あ
ふ
れ
る
店
舗
と
し
て

蘇
ら
せ
、
観
光
地
の
新
た

な
景
観
の
再
生
と
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

開
発
し
て
き
た
９
つ
の
店

舗
を
散
策
し
な
が
ら
視
察

し
、
常
総
市
内
で
も
問
題

と
な
っ
て
い
る
空
き
店
舗

や
空
き
家
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ

た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

常
総
グ
ル
メ
in 

市
民
の
広
場

常
総
グ
ル
メ
in 

市
民
の
広
場

視
察
研
修

視
察
研
修

第
53
回 

茨
城
県

商
工
会
青
年
部
野
球
大
会

職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト『
ぎ
ょ
う
か
い
ウ
ォ
ッ
チ
』を
開
催

職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト『
ぎ
ょ
う
か
い
ウ
ォ
ッ
チ
』を
開
催
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商
工
会
壮
青
年
部
版

く
の
来
場
者
が
詰
め
か

け
、
花
火
大
会
開
催
時

間
中
は
、
ブ
ー
ス
に
行

列
が
で
き
る
ほ
ど
賑
わ

い
を
も
た
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
壮
青
年

部
と
し
て
は
じ
め
て
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

出
店
者
か
ら
継
続
開
催

を
望
む
声
が
上
が
る
な

ど
高
い
評
価
を
い
た
だ

き
、
無
事
成
功
裡
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

部員
29名

青年部員
募集! !

台
風
13
号
　災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィア
協
力

台
風
13
号
　災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィア
協
力

　
令
和
５
年
９
月
の
台
風
13
号
の
影
響
に
よ
り
、
県
北

地
域
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
県
商

工
会
青
年
部
連
合
会
か
ら
人
道
支
援
の
要
請
が
あ
り
、

９
月
17
日
に
青
年
部
と
連
携
し
て
高
萩
市
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
住
宅
等
の
濡
れ
た
家

財
の
片
付
け
や
搬
出
・
運
搬
を
行
い
、
被
災
者
の
一
刻

も
早
い
生
活
再
建
の
た
め
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
平
成
27
年
の
常
総
市
で
発
生
し
た
水
害
で
受
け
た

恩
を
返
す
た
め
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
９
月
26
日
に

筑
波
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
25
年

ぶ
り
に
コ
ー
ス
に
出

る
部
員
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
活
か
し

て
笑
い
を
誘
う
部
員

な
ど
い
つ
も
以
上
に

親
睦
交
流
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
終
了
後
は
、

会
場
を
「
居
酒
屋
ぐ

う
の
音
」
に
移
し
て

懇
親
会
を
開
催
し
て
、

昼
間
の
珍
プ
レ
ー
を

肴
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
部
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
部
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
の
様
子

多くの来場者で賑わったイベント会場

視
察
研
修
に
参
加
し
た
部
員

ぎょうかいウォッチ2024野球大会に参加された部員の皆さん
表彰式で賞状を受け取る
小林主将

新
会
員
紹
介

◇
石
塚
　
健
次（
相
野
谷
町
）

（
建
築
業
）

◇
美
寿
々
　
　（
新
井
木
町
）

　加
倉
田
謙
二
（
飲
食
業
）

◇
髙
野
　
隆
志 

（
山
田
町
）

　（
運
送
業
）

◇
㈱
Ｊ
Ｊ
　
　
　（上
蛇
町
）

　李
　珍
（
リ
サ
イ
ク
ル
業
）

◇A
NIMA

ROOM

（
豊
岡
町
）

　坂
巻

　里
香

　（ペ
ッ
ト
シ
ッ
タ
ー
・
占
い
・

　コ
ン
サ
ル
）

◇
ら
ー
め
ん
又
右
衛
門

（
豊
岡
町
）

　大
滝

　翔
平
（
飲
食
業
）

◇
㈱
エ
ン
パ
シ
ー
24

（
三
坂
町
）

　大
山

　歩
己
（
運
輸
業
）

◇
酒
寄
造
園
㈱ reR2

カ
フ
ェ

　
〜ShuKaiJo

〜
（
宝
町
）

　新
井

　実

（
飲
食
業
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
）

◇
渡
邊
　
　
尊
　（豊
岡
町
）

　（自
動
車
整
備
業
）

◇
艶
侍
　
　
　 

（
坂
手
町
）

　長
塚
　聖
太

（
自
動
車
清
掃・コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

◇
直
井
タ
イ
ル
　 

（
豊
田
）

　直
井
　信
幸（
タ
イ
ル
工
事
）

◇ENDO

　
　 

（
本
石
下
）

　遠
藤
　進
　 （
軽
配
送
）

◇
小
口
　
京
美 

（
新
石
下
）

　（
縫
製
業
）

◇
ま
ご
こ
ろ
弁
当
常
総
店

（
本
石
下
）

　斉
藤
　裕
一（
宅
配
弁
当
）

◇
青
柳
　
光
彦
　
（
原
宿
）

（
シ
ス
テ
ム
開
発
支
援
）

　
令
和
５
年
９
月
か
ら
12

月
ま
で
に
次
の
事
業
所
が

商
工
会
に
加
入
し
ま
し
た
。
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２
級
３
名
な
ど
合
格
者
９
名

２
級
３
名
な
ど
合
格
者
９
名

　
第
211
回
全
国
商
工
会
連
合
会

主
催
の
珠
算
検
定
試
験
が
令
和

５
年
11
月
19
日
（
日
）
常
総
市

商
工
会
水
海
道
事
務
所
（
受
験

者
15
名
）
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
石
塚　
永
珠
さ
ん
（
10
才
）

　
西
村　
萌
花
さ
ん
（
12
才
）

　
飯
田　
匠
海
さ
ん
（
12
才
）

２
級
合
格
者
３
名（
受
験
者
４
名
）

３
級
合
格
者
３
名（
受
験
者
５
名
）

　
瀧　
　
千
佳
さ
ん
（
８
才
）

　
小
泉　
颯
輔
さ
ん
（
９
才
）

５
級
合
格
者
２
名（
受
験
者
３
名
）

　
鈴
木　
沙
羅
さ
ん
（
９
才
）

６
級
合
格
者
１
名（
受
験
者
２
名
）

◇
全
国
商
工
会
連
合
会
珠
算
検
定
◇

◇
全
国
商
工
会
連
合
会
珠
算
検
定
◇

第200回
珠算検定
第211回
珠算検定

　
長
塚　
宗
大
さ
ん
（
11
才
）

　
西
村
妃
麻
里
さ
ん
（
10
才
）

　
猪
瀬　
綾
介
さ
ん
（
10
才
）

確定申告期間…２月16日（金）

　　　　　　　　　　　〜３月15日（金）

　所 得 税　…３月15日（金）まで

　消 費 税　…４月１日（月）まで

2024年（令和５年分）の
申告期間・納付期限

2024年（令和５年分）の
申告期間・納付期限

　
（
一
社
）下
館
法
人
会
常
総
地

区
会
青
年
部
で
は
、
９
月
28
日

（
木
）水
海
道
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
部
員
５
名
参
加
の
も
と

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
部
員
間
の
親
睦
を
深
め
る
〜

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
部
員
間
の
親
睦
を
深
め
る
〜

法人会
青年部
法人会
青年部

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
部

員
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら

募
っ
た
善
意
（
５
０
、

０
０
０
円
）
は
公
益

財
団
法
人
茨
城
新
聞

文
化
福
祉
事
業
団
が

行
う
文
化
福
祉
事
業

と
し
て
、
県
内
福
祉

施
設
・
団
体
及
び
文

化
活
動
に
活
用
し
て

左：代表して寄付金を手渡す松村部長、
右：茨城新聞社 垣内氏

「道の駅常総」100万人突破！
常総市の明るい未来を熱く語る

神達市長

流暢な日本語で
全力投球の講義を行う
グエン カック トウン社長

石　　　下
サービス会
石　　　下
サービス会

隅
田
川
屋
形
船
の
招
待
事
業

隅
田
川
屋
形
船
の
招
待
事
業

　
石
下
サ
ー
ビ
ス
会
は
、
10
月

９
日（
月
）に
招
待
事
業
「
隅
田

川
屋
形
船
の
旅
（
サ
ー
ビ
ス
券

30
冊
で
１
名
を
招
待
）」
を
実

施
し
、
26
名
の
招
待
者
・
事
業

　
常
総
市
青
色
申
告
会
（
内
海 

浩
之
会
長
）は
、11
月
23
日（
水
）

に
開
催
さ
れ
た
第
31
回
常
総
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
に
出
店
を
い
た

し
ま
し
た
。

　
会
場
に
て
お
揃
い
の
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
着
用
し
、
昨
年
と
同
様

に
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料
配
布
、

そ
し
て
今
年
度
は
、
会
員
か
ら

物
品
を
募
り
、
バ
ザ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
場
者
に
電
子
申
告

等
の
説
明
が
記
載
さ
れ
た
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
税
務
に
関
す
る

Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況

で
し
た
。

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
２
時
間
半
の
遊

覧
コ
ー
ス
の
後
半
に
は
雨
も
上

が
っ
て
、
美
味
し
い
料
理
を
堪

能
し
な
が
ら
、
ス
カ
イ
デ
ッ
キ

か
ら
の
夜
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

常　総　市
青色申告会
常　総　市
青色申告会

第
31
回
常
総

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
　
　

へ
参
加

第
31
回
常
総

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
　
　

へ
参
加

会員
251名

令
和
５
年
事
業
の
締
め
括
り

　
　

「
年
末
懇
談
会
」
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
〜
２
つ
の
テ
ー
マ
で
研
修
会
を
実
施
〜

令
和
５
年
事
業
の
締
め
括
り

　
　

「
年
末
懇
談
会
」
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
〜
２
つ
の
テ
ー
マ
で
研
修
会
を
実
施
〜

工場協会
通　　信
工場協会
通　　信

　
常
総
市
工
場
協
会
（
長
岡
德

樹
会
長
）
は
、
昨
年
12
月
13
日

に
年
末
懇
談
会
を
開
催
し
、
研

修
会
で
は
、
常
総
市
長　
神
達

岳
志
様
と
Ｊ
Ｖ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
㈱
（
常
総
市
水
海
道

本
町
）
代
表
取
締
役
社
長
で
ベ

ト
ナ
ム
出
身
の
Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ

Ｋ
Ｈ
Ａ
Ｃ　
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｇ（
グ
エ
ン

カ
ッ
ク　
ト
ウ
ン
）様
に
ご
登
壇

頂
き
ま
し
た
。

　
神
達
市
長
か
ら
は
、
道
の
駅

常
総
を
軸
と
し
た
街
づ
く
り
計

画
の
進
捗
と
、
常
総
市
の
展
望

に
つ
い
て
の
ご
説
明
。
ま
た
、

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ　
Ｋ
Ｈ
Ａ
Ｃ　
Ｔ

Ｕ
Ｎ
Ｇ
社
長
か
ら
は
「
日
本
と

ベ
ト
ナ
ム　
人
材
と
企
業
の
架

け
橋
〜
外
国
人
技
能
実
習
制
度

の
今
〜
」
と
題
し
、
製
造
業
者

が
今
最
も
興
味
が
あ
る
制
度
の挨拶を行う長岡会長

受講者は常総市内の工場経営者や責任者

当日の様子

料理を楽しむ皆さん

夜景を背景にした屋形船

頂
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
部
員

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

一
つ
で
あ
る
外
国
人
技
能
実
習

制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た

交
流
会
で
は
、
講
師
と
ご
来
賓

を
交
え
情
報
交
換
を
行
う
と
共

に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

≪常総市商工会≫
●水海道事務所
　〒303－0003  常総市水海道橋本町3552－1
　TEL. 0297－22－2121／FAX. 0297－22－2124
● 石下事務所
　〒300－2706  常総市新石下3678
　TEL. 0297－42－3155／FAX. 0297－42－8513

令和５年度　出張年金相談所開設
相談会場
　常総市商工会　水海道事務所（第２木曜日）
　　　常総市水海道橋本町3552-1　TEL　0297-22-2121
　　　　　　　　　　　　　　  　　FAX　0297-22-2124

令和６年　２月８日（木）
　　　　　３月14日（木）

※音声案内につながりますので、「１」を押した後に、「２」を押してください。
※ご予約の際は、必ず常総市商工会での予約とお申し出ください。
※１日に受付できる相談者数が限られるため、お早めにご予約ください。

完全予約制（１ヶ月前から下館年金事務所にて受付します。）
下館年金事務所　お客様相談室
℡０２９６－２５－０８２９

令和５年度　常総市商工会　無料法律相談会のご案内
● 相談時間　午前９時～正午（１人概ね30分程度です。）
　　　　　　相談内容は整理しておいて下さい。
●会場及び弁護士
常総市商工会
　　水海道事務所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
　　石下事務所：つくばね法律事務所
● 開 催 日

●申込方法　相談日の一週間前までに商工会事務局ま
　　　　　　でお申し込みください。予約制

※弁護士の都合により相談日が変更になる事があります。その場合
は、お申込みの方に事前にご連絡致します。又、相談については無
料ですが、事件処理を依頼した場合や当該相談日以外の相談、訴訟
事務等については有料となります。詳細は弁護士と相談して下さい。

 3月 13日（水）

水海道事務所
（9：00より）

石下事務所
（10：00より）

令和６年  2月 14日（水）


